
大漁！感動！定置網漁を体験大漁！感動！定置網漁を体験

　５月１４日、乙部小学校５年生が定置網漁を体験しました。　５月１４日、乙部小学校５年生が定置網漁を体験しました。

　毎年この時期に、乙部船団の協力を得て行っているもので、ふるさとの産業　毎年この時期に、乙部船団の協力を得て行っているもので、ふるさとの産業

について学ぶ大切な機会となっています。について学ぶ大切な機会となっています。

　児童たちは、定置網が引き揚げられると、網の中で飛び跳ねるサクラマスや　児童たちは、定置網が引き揚げられると、網の中で飛び跳ねるサクラマスや

ホッケに大喜びでした。ホッケに大喜びでした。
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作
に
選
ば
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
（
写
真

１
）
を
は
じ
め
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
か

ぼ
ち
ゃ
、
そ
し
て
、
大
豆
を
契
約
栽
培
す

る
こ
と
で
、
確
実
な
収
入
源
と
し
て
見
込

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
で
は
ハ
ウ
ス
栽
培
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
で
の
主
要
な
作
物
と
し
て
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
立
茎
栽
培
、
イ
チ
ゴ

は
高
設
栽
培
、
ト
マ
ト
は
温
泉
熱
を
利
用

し
た
栽
培
と
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し

た
栽
培
方
法
に
よ
り
、
品
質
が
良
く
、
高

い
収
益
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
た
め
に
試
験
栽

培
を
行
い
、
乙
部
町
に
適
す
る
品
種
を
模

索
中
で
す
。　

　

現
在
試
験
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

サ
ト
イ
モ
や
ニ
ン
ニ
ク
。
今
年
度
は
長
ネ

ギ
の
試
験
栽
培
を
行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
現
在
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物

の
収
益
性
の
確
保
と
と
も
に
、
輪
作
体
系

の
さ
ら
な
る
確
立
を
図
り
、
長
期
に
わ

た
っ
て
安
定
し
た
農
業
の
経
営
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

林　

業

　

乙
部
町
の
森
林
面
積
は
約
１
万
３
４
５

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
町
の
面
積
の
約
83

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
一
般
民
有
林
４
６
２
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
34
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
う
ち
、

ス
ギ
や
ト
ド
マ
ツ
を
主
と
し
た
人
工
林
は

２
０
１
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
人
工
林
率
は

44
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
の
森
林
整
備
は
、
乙
部
町
森
林

整
備
計
画
（
計
画
期
間
・
平
成
22
年
４
月

１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
）
に
基
づ
い

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
基
本
的
な
方
針
は
、
水
源
涵か
ん

養よ
う

な
ど
の
環
境
保
全
や
、
防
災
機
能
、
生
活

環
境
の
充
実
な
ど
を
目
的
と
す
る
公
益
的

乙部の第一次産業乙部の第一次産業

産業の概要とこれから産業の概要とこれから

特 集

　ブロッコリーの定植作業　ブロッコリーの定植作業
は、４月下旬から順次行われは、４月下旬から順次行われ
ます。ます。
　７月上旬から収穫が始ま　７月上旬から収穫が始ま
り、１０月末頃まで東京都のり、１０月末頃まで東京都の
青果物専門商社に出荷され、青果物専門商社に出荷され、
首都圏のスーパーを中心に販首都圏のスーパーを中心に販
売されます。売されます。

　

春
を
む
か
え
、
農･

漁
業
の
動
き
が
活

発
に
な
り
始
め
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
乙
部
町
の
産
業
の
中
心
で
あ

る
第
一
次
産
業
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

大
ま
か
に
紹
介
し
ま
す
。

農　

業

　

乙
部
町
の
農
業
は
、
稲
作
を
中
心
に
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
食
用
百

合
根
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
乙
部
町
の

農
業
総
生
産
額
は
、
約
４
億
６
０
０
０
万

円
。
そ
の
う
ち
、
水
稲
は
１
億
１
６
０
０

万
円
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
８
２
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
の
農
業
は
、
か
つ
て
食
用
百
合

根
が
日
本
農
業
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
農
産
物
価
格
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
、
農
家
数
が
減
少
し
、

乙
部
町
農
業
の
現
状
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
乙
部
町
は
平
成
十
七
年
度
に

農
業
再
生
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
輪
作
体
系

の
確
立
や
契
約
栽
培
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

契
約
栽
培
で
は
、
農
業
者
自
ら
が
生
産

組
合
を
組
織
し
、
栽
培
か
ら
出
荷
・
選
別
・

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
る
輪

（写真１）（写真１）
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機
能
別
施
業
森
林
と
、
木
材
等
生
産
機
能

の
維
持
増
進
を
図
る
森
林
の
区
域
を
設
定

し
、
そ
の
区
域
に
応
じ
た
望
ま
し
い
森
林

の
姿
に
導
く
た
め
、
重
視
す
べ
き
機
能
に

応
じ
た
森
林
の
整
備
と
保
全
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
等
の
計
画
的
な
路
網
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
基
本
と
し
た
、

乙
部
町
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
は
、
分
収

林
整
備
事
業
（
写
真
２
）
や
民
間
団
体
な

ど
を
中
心
と
し
た
森
づ
く
り
活
動
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

分
収
林
整
備
事
業
は
、
森
林
農
地
整
備

セ
ン
タ
ー
と
町
が
締
結
し
て
い
る
も
の
と
、

個
人
の
森
林
所
有
者
と
町
が
締
結
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
と
締
結
し
て

い
る
森
林
は
、
公
益
的
機
能
、
と
り
わ
け

水
源
涵
養
林
の
増
進
を
狙
い
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

個
人
森
林
所
有
者
と
の
契
約
は
、
林
業

の
収
益
性
の
低
下
や
、
森
林
所
有
者
の
高

齢
化
に
よ
る
経
営
意
欲
の
減
退
な
ど
に
よ

り
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
放
棄
林

の
増
加
防
止
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

森
づ
く
り
活
動
で
は
、
地
域
の
住
民
が

主
体
に
な
り
、
森
と
海
の
循
環
し
た
自
然

環
境
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
を

認
定
す
る
「
北
の
魚
つ
き
の
森
認
定
事

業
」
で
平
成
十
四
年
度
に
認
定
さ
れ
る
な

ど
、
民
間
団
体
の
植
樹
活
動
な
ど
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

漁　

業

　

乙
部
町
の
漁
業
は
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
を

中
心
に
、
イ
カ
や
ナ
マ
コ
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
は
、
長
く
乙
部
町
の

主
力
と
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
は
漁
獲
高
が
落
ち
込
み
、

苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、
漁
獲
高
３
億
１

４
０
０
万
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
三

倍
程
度
で
、
平
成
二
十
一
年
度
の
水
準
ま

で
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
を
終
え
て
か
ら
は
、

サ
ク
ラ
マ
ス
漁
や
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
イ

カ
漁
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
の
漁
業
者
の
一
年
間
の
大
ま
か

な
サ
イ
ク
ル
は
、
雪
解
け
の
頃
か
ら
サ
ク

ラ
マ
ス
や
エ
ビ
漁
で
幕
を
開
け
ま
す
。

　

定
置
網
と
、
特
別
採
捕
許
可
を
得
て
行

わ
れ
て
い
る
刺
し
網
で
の
サ
ク
ラ
マ
ス
漁

が
主
力
で
、
五
月
上
旬
が
操
業
の
ピ
ー
ク

で
す
。

　

こ
の
間
、
ナ
マ
コ
漁
（
写
真
３
）
も
始

ま
り
、
潜
水
に
よ
る
漁
を
中
心
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

六
月
か
ら
解
禁
と
な
る
イ
カ
漁
が
始
ま

る
と
、港
が
段
々
と
活
気
を
帯
び
て
き
ま
す
。

　

イ
カ
漁
自
体
は
秋
ま
で
続
き
ま
す
が
、

お
盆
を
境
に
十
月
下
旬
頃
ま
で
太
平
洋
側

へ
出
漁
す
る
船
も
あ
り
ま
す
し
、
町
内
で

操
業
を
続
け
る
船
は
、
九
月
頃
か
ら
定
置

網
で
の
秋
サ
ケ
漁
も
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
港
が
最
も
に
ぎ
わ
う
の
が
十

一
月
上
旬
か
ら
二
月
頃
ま
で
の
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
漁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
ウ
ニ
や
タ
コ
な
ど
の

様
々
な
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
乙

部
町
で
す
が
、
新
た
な
取
り
組
み
も
着
々

と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
筆
頭
と
し
て
、
育
て
る
漁
業
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

サ
ケ
や
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ウ
ニ
な
ど
の
増

養
殖
事
業
は
長
く
行
わ
れ
て
お
り
、
近
年

で
は
ナ
マ
コ
の
増
殖
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
シ
ン
の
放
流
も
行
わ
れ
て
、

古
く
に
栄
華
を
誇
っ
た
乙
部
町
の
前
浜
の

復
活
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
は
、
担
い
手
不
足
や

価
格
の
低
下
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
新
た
な
取
り
組
み
や
具
体
的
な

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、
次
の
世
代
が
安
心

し
て
第
一
次
産
業
に
従
事
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　分収林契約された森林　分収林契約された森林
は、高齢や遠方に住んでは、高齢や遠方に住んで
いることなどから、手入いることなどから、手入
れや管理が出来なくなりれや管理が出来なくなり
がちな個人所有の森林をがちな個人所有の森林を
保護するという意味から保護するという意味から
も活用され、健全な森林も活用され、健全な森林
が育まれています。が育まれています。

　主力のスケトウダラと　主力のスケトウダラと
ともに期待が寄せられてともに期待が寄せられて
いるナマコは、とても品いるナマコは、とても品
質が良く、多くが輸出用質が良く、多くが輸出用
として中国を中心に出荷として中国を中心に出荷
されています。されています。
　ナマコを中心に、漁業　ナマコを中心に、漁業
者自らが育てる漁業にた者自らが育てる漁業にた
ずさわっています。ずさわっています。

（写真２）（写真２）（写真３）（写真３）

〔3〕



　

豊
浜
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
佐
藤

祐
子
会
長
・
会
員
二
十
七
人
）
の

設
立
五
十
周
年
を
記
念
し
た
祝
賀

会
が
四
月
二
十
日
、
と
よ
は
ま
地

区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
関
係

者
ら
約
七
十
人
が
出
席
し
て
活
動

の
節
目
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
三
十
九
年

一
月
六
日
に
設
立
。

　

当
時
の
豊
浜
地
区
は
、
前
浜
の

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
の
不
振
が
続
い

て
い
た
た
め
、
礼
文
島
に
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
漁
を
行
い
に
船
団
が
出

払
っ
て
い
て
、
漁
期
に
は
地
域
の

男
性
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
間
の
地
域
の
防
火
活
動
を

担
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
地
元

の
女
性
が
立
ち
上
が
っ
て
で
き
た

も
の
で
、
前
浜
で
の
漁
が
順
調
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
も
、

活
発
に
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
の
祝
賀
会
で
は
、
佐
藤
会

長
が
「
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
地
域
の
安
全
の
た
め
、

　

千
岱
野
地
区
で
五
月
三
日
、
獣

魂
祭
が
行
わ
れ
、
地
域
の
農
業
者

ら
が
、
現
代
農
業
の
基
礎
を
培
っ

た
家
畜
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま

し
た
。

　

獣
魂
祭
は
、
千
岱
野
地
区
で
開

墾
が
始
ま
っ
た
頃
に
活
躍
し
た
農

耕
馬
や
、
乳
牛
な
ど
の
家
畜
に
対

し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
千
岱

野
地
区
で
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
恒

例
の
行
事
で
す
。

　

現
在
の
農
業
は
、
機
械
化
が
進

み
、
農
耕
馬
の
姿
は
見
ら
れ
な
く

活
動
を
続
け
た
い
。」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
。

　

寺
島
町
長
は
「
素
晴
ら
し
い
ま

と
ま
り
の
あ
る
活
動
。
地
域
の
安

全
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
ご
尽
力

を
お
願
い
し
ま
す
。」
な
ど
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

佐
藤
会
長
は
「
会
長
と
し
て
三

十
年
。
組
織
な
の
で
大
変
な
こ
と

も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
地
域
の
方
や

消
防
署
員
な
ど
の
協
力
や
励
ま
し

が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
き
た
。
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

地
域
を
守
っ
て
半
世
紀

地
域
を
守
っ
て
半
世
紀

農
業
の
基
礎
を
培
っ
た

家
畜
に
感
謝
を
込
め
て

寺島町長が寺島町長が
北海道町村会長に北海道町村会長に

再任再任
会長職五期目がスタート

な
り
、
地
域
か
ら
乳
牛
も
い
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
多
く

の
家
畜
の
犠
牲
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
現
在
の
農
業
が
あ
る
と
、
地
元

で
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

大
切
に
さ
れ
て
い
る
催
し
で
す
。

　

当
日
は
前
日
か
ら
続
く
悪
天
候

の
中
、
獣
魂
碑
周
辺
の
草
刈
り
な

ど
の
作
業
を
行
い
、
式
典
は
千
岱

野
研
修
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
林
義
秀
祭
典
委
員

長
が
「
農
業
の
発
展
の
影
に
は
家

畜
が
い
て
、
家
畜
な
け
れ
ば
農
業

無
し
と
言
わ
れ
た
。
経
営
の
犠
牲

に
な
っ
た
家
畜
に
対
し
心
か
ら
感

謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
ま
す
。」
な

ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
地
区
の
懇

親
会
が
行
わ
れ
、参
加
者
ら
は「
こ

れ
か
ら
本
格
化
す
る
農
作
業
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
み
ん
な
で
集
ま
る

貴
重
な
一
日
。
家
畜
へ
の
感
謝
と
、

地
域
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

寺
島
光
一
郎
町
長
が
、
四
月
二

十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
町

村
会
第
六
十
七
回
定
期
総
会
の
席

上
、
全
会
一
致
で
北
海
道
町
村
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
島
町
長
は
、
平
成
十
七
年
四

月
に
会
長
に
選
出
さ
れ
て
以
来
、

今
期
で
五
期
目
。
任
期
は
平
成
二

十
七
年
四
月
ま
で
の
二
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

寺
島
町
長
は
、
昭
和
五
十
八
年

五
月
に
乙
部
町
長
に
就
い
て
以
来

現
在
八
期
目
。

　

平
成
十
三
年
か
ら
檜
山
支
庁
管

内
町
村
会
会
長
。
平
成
二
十
三
年

七
月
か
ら
全
国
町
村
会
（
藤
原
忠

彦
会
長
・
長
野
県
川
上
村
長
）
副

会
長
（
会
長
代
行
）
に
就
任
し
て

い
ま
す
。

▲余興で披露されたスコップ三味線▲余興で披露されたスコップ三味線

▲獣魂碑周辺を草刈り▲獣魂碑周辺を草刈り

〔4〕



町
を
あ
げ
て
ク
リ
ー
ン
作
戦

明
石
修
二
氏
が
指
導
林
家
に
認
定

明
石
修
二
氏
が
指
導
林
家
に
認
定

　

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
四
月
二

十
一
日
、
町
内
全
域
で
行
わ
れ
、

早
朝
か
ら
約
八
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
清
潔
で
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
毎
年
春
と
秋
の
二
回
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
各
自
治
会

町
内
会
や
各
種
団
体
を
中
心
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
多
く
の
方
が
参
加
す
る
、

　

北
海
道
が
、
地
域
で
森
づ
く
り

を
意
欲
的
に
行
っ
て
い
る
人
を
認

定
す
る
、
北
海
道
指
導
林
家
に
明

石
修
二
さ
ん
（
六
十
四
歳
・
豊
浜
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
指
導
林
家
と
は
、
模
範

的
な
森
づ
く
り
の
技
術
を
持
っ
た

人
を
認
定
す
る
も
の
で
、
林
業
普

及
事
業
な
ど
で
、
指
導
者
と
し
て

山
づ
く
り
の
技
術
や
知
識
を
積
極

的
に
広
め
、
地
域
の
林
業
に
貢
献

し
ま
す
。

　

明
石
さ
ん
は
、
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
乙
部
町
森
林
組
合
長
と
し

て
、
地
域
の
林
業
の
振
興
に
大
き

な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
刈
り
や
枝
打
ち
、
除

伐
を
自
家
労
力
で
行
い
、
そ
の
高

い
森
林
づ
く
り
の
技
術
は
地
域
の

模
範
と
な
り
、
平
成
二
十
四
年
度

に
は
、
ほ
っ
か
い
ど
う
地
球
温
暖

化
防
止
貢
献
の
森
林
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

明
石
さ
ん
は
今
回
認
定
さ
れ
た

こ
と
で
「
特
に
ス
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
と
、
ヒ
バ
の
育
成
に
取
り
組
み

た
い
。
木
を
育
て
る
こ
と
は
、
癒

し
や
生
き
が
い
に
な
る
。
子
ど
も

と
同
じ
く
手
を
か
け
る
こ
と
を
広

め
た
い
で
す
ね
。」
と
抱
負
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

町
を
あ
げ
て
の
行
事
で
、
雪
解
け

後
に
目
立
つ
、
道
路
わ
き
や
海
岸

近
く
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
一
つ

ず
つ
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、

約
三
千
九
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ゴ
ミ

が
拾
い
集
め
ら
れ
、
家
庭
か
ら
出

た
粗
大
ゴ
ミ
は
約
八
千
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
多
く
の
ゴ
ミ
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
が
っ

寺島　　智さん

美沙さん

　２歳１ヶ月の男の子です。

　パパとおじいちゃんが海の

仕事なので「海」の字を使い、

字画を考えて付けました。

　笑顔を絶やさず、健康でや

さしく思いやりのある子に

育ってね。

横山　幸仁さん

友美さん

　２歳１ヶ月の女の子です。

　響きと画数を見て決めまし

た。

　健康で思いやりのある、優

しい子に育って欲しいです。寺島　海
かい

吏
り

くん

（緑　　町）

横山　留
る

花
か

ちゃん

（旭　　岱）

か
り
し
た
様
子
で
し
た
が
、
美

し
い
地
元
の
景
観
を
守
ろ
う
と
、

黙
々
と
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
て
い
ま

し
た
。
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病院での検診も助成しています！

（40歳以上の方） （20歳以上の方）

乙部町では、道立江差病院や函館市内で実施する、乳がん・子宮がん検診の助成を行っています。

1,200

50 3,500 50 3,000

＜検診実施期間：平成２５年６月１日～平成２６年２月２８日まで＞

①役場町民課保健衛生係に「乳がん検診・子宮がん検診を希望します」と電話でお申し込み
　ください。（電話６２－２３１１）
　後日、役場より、助成券『申込書兼受診券』と医療機関のお知らせをご自宅にお送りします。

②次に、受診する病院に直接申込みし、検診日時を決めましょう。
　
③あとは、助成券に必要事項を記入し、保険証をもって受診すればＯＫ。
　検診の結果は、病院より約１ヶ月後にお知らせされます。

　下記対象の方は、『平成25年度がん検診推進事業』により、乳がん検診・子宮がん検診を無料で受診できます。

（６月下旬頃郵送にて個別に通知します）

～～対象となる方は以下の年齢の女性です～～

乳がん検診：今年度（平成25年4月2日～平成26年4月1日）４１、４６、５１、５６、６１歳になる方

子宮がん検診：今年度（平成25年4月2日～平成26年4月1日）２１、２６、３１、３６、４１歳になる方

バスによる検診（集団検診）を実施します。
　乳がん検診：11月17日（日）、子宮がん検診：11月24日（日）　　
　会場：ケアセンター　　料金（自己負担金）:病院での検診と同額です

※受付は広報おとべ８月号で詳しくお知らせします。

助成を使えば、子宮がん検
診は約５千円、乳がん検診
は約7千円お得！

時間もお金も大事ですが…
時には自分も大切に！

乳がん検診および子宮がん検診　実施医療機関および実施曜日

乳
が
ん
検
診

月・水・金曜日のみ：道立江差病院　　平日・土曜日実施：共愛会病院、函館五稜郭病院
平日のみ実施：函館中央病院、函館市医師会病院、市立函館病院、函館渡辺病院
　　　　（右記２病院は年数回日曜日にも実施）秋山記念病院、国立病院機構函館病院
　　　　（月１回土曜または日曜にも実施）函館赤十字病院

子
宮
が
ん
検
診

月～木曜日：道立江差病院　　平日のみ実施：市立函館病院、国立病院機構函館病院、
平日・土曜日実施：岡和田産婦人科医院、産婦人科白鳥クリニック、共愛会病院、函館中央病院
　　　　　　　　三浦レディースクリニック、函館五稜郭病院、藤松産婦人科医院
　　　　　　　　五稜郭ウイメンズクリニック、えんどう桔梗マタニティクリニック、湯の川女性クリニック
平日・土・日曜日実施：こじま産婦人科、秋山記念病院
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6
日 月 火 水 木 金 土

 5
26

 5
27

 5
28

 5
29

 5
30

 5
31 1

2 3 4 5 6 7 8
（休日当番医　上ノ国診療所）

各小学校運動会
（各小）

ヒブワクチン予防接種
（国保　午後１時～）
不活化ポリオ予防接種
（国保　午後１時～）
乙部町少年の主張大会
（乙公　午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）

ぴよぴよ広場
（ケア　午前10時～）

9 10 11 12 13 14 15
（休日当番医　道立江差病院） よい子の歯科検診

（ケア　午前9時～）
三種混合予防接種
（国保　午後1時～）
四種混合予防接種
（国保　午後1時～）
おたっしゃ体操教室
（三研　午後1時30分～）

赤ちゃん相談・赤ちゃん健診
（ケア　午後1時～）

すくすく広場
（つ保　午前9時30分～）

16 17 18 19 20 21 22
（休日当番医　乙部町国保病院）

公民館講座「おとべ学」
～ニシンで栄えた頃の乙部～
（町館　午前10時～）

ミニひよこサークル・MAMA　FIT
（交流　午前10時～）

健診結果説明会
（豊セ　午前9時～）
小学校陸上競技大会
（町グ　午前9時～）

健診結果説明会
（町館　午前9時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）
ウォーキング講座
（ゆ里　午後6時～）

健診結果説明会
（町館　午前9時～）

南部檜山清掃センターは機械点
検整備のため休業となります。

みたい!よみたい!絵本とかみしばい
（乙公　午前10時）

23 24 25 26 27 28 29
（休日当番医　厚沢部町国保病院）ひよこサークル

（交流　午前10時～）
こころの健康相談
（江保　午後3時～）
おしゃべりサロン
（姫ふ　午後1時30分～）

サロン「とよはな」
（豊セ　午後1時～）
男のためのお達者教室（栄養・調理）
（高ふ　午前10時30分～）

肺炎球菌ワクチン予防接種
（国保　午後１時～）
健康相談
（ゆ里　午後１時30分～）

健康相談
（三愛　午前9時～）
健康相談
（三研　午前9時40分～）

30
（休日当番医　道立江差病院）

つくし保育園運動会
（町グ　午前8時45分）

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (交流) 生きがい交流センター (乙公) 公民館

(国保) 国保病院 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (姫ふ） 姫川ふれあいセンター

(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所 (高ふ） 高齢者ふれあいセンター

(町館) 町民会館 (三愛) 三ツ谷愛郷会館 （各小）各小学校

(豊セ) とよはま地区センター (三研) 三ツ谷研修会館 （町グ）町民グラウンド
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学年 氏　名 タイトル 学年 氏　名 タイトル
１年 池 島 佳 祐 「いじめと優しさ」 １年 石 塚 　 凜 「友達とは・・・」
１年 丸 谷 優 依 「自分が成長するために」 １年 松 原 海 里 「努力の大切さ」
２年 大 坂 拓 幹 「飢えに苦しむ人たち」 ２年 西 村 真 心 「家族の大切さ」
２年 矢 野 惣 大 「将来の夢」 ２年 吉 田 朱 里 「お年寄りとの時間」
３年 海老原瑞希 「時代と鈍行列車」 ３年 佐 野 未 織 「言葉の力」
３年 安 澤 　 茜 「気持ちを伝えるということ」 ３年 常 田 朱 莉 「家族がいるということ」
３年 葛 西 　 駿 「みんなと共に」 ３年 井 　 春 乃 「大きなけがをして気付いたこと」
非行防止宣言　３年　澤 田 　 拳汰

　

五
月
十
四
日
、
乙
部
小
学
校
の

五
年
生
が
乙
部
船
団
と
ひ
や
ま
漁

協
の
ご
協
力
を
頂
き
、
サ
ク
ラ
マ

ス
定
置
網
漁
業
を
体
験
し
ま
し

た
。　

　

当
日
は
、
乙
部
船
団
の
松
﨑
船

団
長
か
ら
、
サ
ク
ラ
マ
ス
は
海
を

回
遊
し
て
こ
の
時
期
に
川
を
遡
上

す
る
こ
と
や
、
稚
魚
の
放
流
事
業

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
乙
部

漁
港
か
ら
四
艘
の
船
に
分
乗
し
て

定
置
網
が
仕
掛
け
て
あ
る
ポ
イ
ン

　

四
月
二
十
七
日
、
今

年
も
管
内
で
一
番
早
く

町
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
各

小
中
学
校
の
校
長
や
教

頭
先
生
を
は
じ
め
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
水

泳
少
年
団
な
ど
約
四
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

安
全
祈
願
の
後
に
少
年
団
の
伊
藤
さ
く
ら
さ

ん
（
乙
小
六
年
）
が
「
水
泳
大
会
で
良
い
成

績
が
と
れ
る
よ
う
に
練
習
に
励
み
た
い
。」

と
今
年
の
目
標
を
宣
言
し
、
泳
ぎ
初
め
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
プ
ー
ル
は
温
泉
熱
を
利
用
し

た
快
適
な
温
水
プ
ー
ル
で
す
。
健
康
増
進
に

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
で
は
「
温
水
プ
ー
ル
浴
の

会
」
が
毎
週
水
・
金
曜

日
の
午
後
と
夜
間
に
専

用
コ
ー
ス
で
水
泳
と
水

中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
定

期
的
な
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
プ
ー
ル
ま
た
は
教

育
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り
第279号

ト
ま
で
出
港
し
ま
し
た
。
今
年
の

定
置
網
体
験
は
今
ま
で
に
な
い
大

漁
で
、
船
を
向
い
合
わ
せ
て
熱
心

に
網
を
手
繰
り
寄
せ
る
と
、
サ
ク

ラ
マ
ス
や
ホ
ッ
ケ
、
タ
コ
な
ど
が

次
々
と
水
揚
げ
さ
れ
、
児
童
は
大

漁
の
喜
び
と
漁
の
大
変
さ
を
実
感

し
、
乙
部
の
基
幹
産
業
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

乙
部
船
団
と
ひ
や
ま
漁
協
を
は

じ
め
、
関
係
者
の
方
々
の
ご
協

力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

熱心に網を手繰り寄せる児童熱心に網を手繰り寄せる児童

定置網漁を体験した乙部小５年生定置網漁を体験した乙部小５年生

〜
乙
部
小
５
年　

定
置
網
漁
業
体
験
学
習
〜

乙部町少年の主張大会が開催されます乙部町少年の主張大会が開催されます

とき　平成２５年６月５日(水) １３：３０～　ところ　公民館講堂

　第２６回乙部町少年の主張大会が公民館講堂において開催されます。中学生が、日頃から地域や家庭・学校生
活の中で体験したこと、感じていることなどについて発表しますので、皆さまのご来場をお待ちしています。

※発表順とは異なります。
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公
民
館
に
お
い
て
平
成
二
十
五

年
度
の
高
齢
者
大
学
開
設
準
備
連

絡
会
議
が
開
催
さ
れ
、
町
内
八
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や
役
員
が

出
席
し
、
今
年
度
の
高
齢
者
大
学

の
開
設
内
容
や
日
程
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
講
座
や
修
了
式

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
、
各
地
区

の
講
座
で
工
夫
し
て
開
設
し
て
い

▼▼

開
設
連
絡
会
議
の
様
子

開
設
連
絡
会
議
の
様
子

▼▼

当
時
の
ニ
シ
ン
漁
の
風
景

当
時
の
ニ
シ
ン
漁
の
風
景

〜
高
齢
者
大
学
が
始
ま
り
ま
す
〜

「おとべ学」・「高齢者大学講座Ⅰ」「おとべ学」・「高齢者大学講座Ⅰ」
～ニシンで栄えた頃の乙部～

　乙部は中近世、特に江戸時代はニシン漁によって
大いに栄えました。松前藩主へニシン漁が始まる時
期を報告するのに乙部のニシンが関係していた？現
在の町内集落の位置決定にはニシン漁の影響があ
る？江戸時代末期の混乱期に発生した死罪人の出な
かった百姓一揆はどのようなものだったか？など、
今回は箱館戦争で官軍が乙部に上陸し、北海道が新
しい夜明けを迎えるまでを講義します。
【日　時】　平成２５年６月１６日（日）　
　　　　　午前１０時～１１時
【場　所】　町民会館青少年研修室
【講　師】　教育委員会学芸員
【対　象】　一般の方も受講できます
【参加料】　無料
【申込み】　６月１４日（金）午後４時までに
　　　　　公民館へお申し込み下さい。
　　　　　　　　℡６２－３３１１

　絵本や紙芝居など、楽しい読み聞かせ会を
開催しますので、皆さまのお越しをお待ちし
ています。
　今回の読み聞かせ絵本
　　　○ かえってきたカエル
　　　○ おひゃくしょうさんとだんご
　　　○ おめでとうのももんちゃん

　公民館図書室は実用書や参考書、児童書などを蔵書し、知
識と教養を深める図書資料の収集と提供を行っています。
　図書室で登録（氏名・住所等）すれば、どなたでも図書を
１週間３冊まで借りることができ、リクエスト本や道立図書
館の図書貸出しサービスも行っています。　皆さまのご利用
をお待ちしています。
　　　　◆開室時間　１０時～１７時
　　　　◆休 館 日　月曜日・祝日・年末年始

【 一 般 向 け 】
●ハピネス （桐野　夏生）
●輝天炎上 （海堂　尊）
●桜ほうさら （宮部　みゆき）
●孤独の絆 （藤田　宜永）
●夢を売る男 （百田　尚樹）
●かんかん橋を渡ったら （あさの あつこ）
●超一流の人の「健康」の極意 （小林　弘幸）
●「ﾃﾞｰﾀ」で読み解く安倍政権でこうなる！日本経済
 （榊原　英資）
●日本人のこころの教育 （境野　勝悟）
●作りおきおかずで朝ﾗｸﾁﾝ！基本のお弁当 （朝ｽﾀｼﾞｵ）
【幼児・児童向け】
●おもしろ！ものしり王ｸｲｽﾞﾌﾞｯｸ
●だいじょうぶ３組 （乙武　洋匡）
●ﾙﾙとﾗﾗのにこにこｸﾘｰﾑ （あんびる　やすこ）
●ﾙﾄﾞﾙﾌといくねこくるねこ　ﾙﾄﾞﾙﾌとｽﾉｰﾎﾜｲﾄ （斉藤　洋）
●はるのプレゼント （あべ　はじめ）
●あたし、ようせいにあいたい （のぶみ）
●ｺｺとおおきなおおきなおなべ （こがしわ　かおり）
●でっかいたまごとちっちゃいたまご （上野　与志）
●地震のひみつ/絶滅動物のひみつ２
●しろくまのパンツ

『みたい！よみたい！絵本とかみしばい』

図書室で素敵な本との出合いを♪

と　き　６月２２日（土）　１０時～
ところ　公民館図書室（協力：館浦婦人会読み聞かせの会）

る
点
な
ど
の
情
報
交
換
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
公
民
館
で
は
、

今
年
も
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
明
る

く
元
気
に
生
き
が
い
と
潤
い
の
あ

る
生
活
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
、
全
地
区
合
同
や
各
地
区
毎

に
高
齢
者
大
学
を
実
施
し
ま
す
。

様
々
な
講
座
の
開
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
皆

さ
ん
と
楽
し
く
学
ぶ
時
間
を
過
ご

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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六
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
６
月
６
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
６
月
12
日
（
水
）

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

▽
６
月
18
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

　

移
転
改
築
を
図
り
建
設
中
で
あ

り
ま
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

え
さ
し
荘
が
、五
月
末
日
完
成
し
、

七
月
に
開
業
す
る
予
定
で
す
。

　

つ
ぎ
の
日
程
で
内
覧
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
参
加
を
お
待
ち
し

ま
す
。

開
催
日
時

　

六
月
十
五
・
十
六
日

　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

施
設
住
所

　

江
差
町
字
柳
崎
町
七
十
八
番
地
二

整
備
内
容

　

新
型
特
養
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
」
全

室
個
室

お
問
合
せ　

53
―
６
３
３
６

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

クールビズを実施します

楽しい山だからこそ　ヒグマに用心を税務職員募集

乙部町国民健康保険病院　６月外来診療日程表乙部町国民健康保険病院　６月外来診療日程表
１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

午
前

上
の
国
診
療
所

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

奈
良

乙
部
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

厚
沢
部
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

奈
良

道
立
江
差
病
院

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

午
後

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

村
瀬

奈
良

奈
良

藤
永

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

奈
良

奈
良

奈
良

藤
永

　乙部町役場では、地球温暖化防止および
省エネルギーの推進を図るため、毎年夏季
にクールビズの取り組みを行っています。
　今年も、６月３日から９月30日までクー
ルビズを実施します。
　職員は、ノーネクタイ・ノージャケット
等で業務を行っていますので、皆様のご理
解とご協力をお願いします。

　山菜採りや登山など、春から夏にかけての野山を散
策することは、とても身近な楽しみです。
　しかし、山はヒグマの生息地でもあり、出会いがし
らに遭遇すると、非常に危険です。
　今シーズン檜山管内でも、山菜採りで山に入ってい
たところ、ヒグマに襲われる事故が起きています。
　このような不幸な事故が起こらないために、次の点
に気をつけて、山を楽しんでください。
•山には一人で入らずに、出来るだけ集団で行動しま
しょう。

•音を鳴らすなどして、自分の存在をヒグマに知らせ
る工夫をしましょう。

•山での飲食は、出来るだけ匂いの強いものは避け、
絶対に捨てないようにしましょう。

※目撃情報をお寄せいただくことで、人命が救われる
ことに繋がる場合があります。小さな痕跡でも構い
ませんので、役場産業課林務係（６２―２３１１）
までご連絡をお願いします。

　札幌国税局では、税務職員を募集しています。
　平成２５年度の採用試験の概要は、次のとおりです。
○試験の程度
　高校卒業程度
　（受験資格）高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者
○申込受付期間
　①インターネット
　　６月２４日（月）～７月３日（水）
　　申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　②郵送又は持参
　　６月２４日（月）～６月２８日（金）　（通信日付印有効）
　　（注）申込先は、第１次試験地を道内とする場合は人事院北海道事務局

（〒060-0042　札幌市中央区大通西12丁目　℡(011)241-1248）です。
○第１次試験【基礎能力試験、適正試験及び作文試験】
　９月８日（日）
　（第１次試験合格発表）１０月１０日（木）
○第２次試験【人物試験及び身体検査】
　１０月１７日（木）～１０月２５日（金）までのうち指定する１日
　（最終合格発表）１１月１９日（火）
○不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（℡011-231-5011　内線
　2315）又は最寄りの税務署（総務課）にお尋ねください。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

え
さ
し
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ
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６月の診療予定です

借金、離婚、金銭トラブルなどのご相談は法テラス法律事務所まで（☎050-3383-5563）

新任医師紹介（４月から変わりました）外来診療体制

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　13日・27日
午後　12日・26日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　５日・19日・26日

皮　 膚　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　14日・28日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わりま
す御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
　　　  午後･･･13時00分～ 14時30分

　４月より消化器科医師として赴任しました清水です。平成
２０年に札幌医科大学を卒業してから、帯広厚生病院、札幌
医大病院、帯広協会病院と、札幌と帯広を行き来する生活で
したが、今回初めて道南の地に来ました。ただ、江差病院に
は、大学病院勤務中にも出張医として何回か来たことがある
ので、なんとなく懐かしさも感じています。消化器の診療が
メインとなりますが、リウマチ・膠原病といった免疫の病気
についても相談に乗りますので、よ
くわからない関節痛や発熱などの症
状があればいらしてください。また、
ドライブやおいしいものを食べるこ
とが好きなので、おすすめのスポッ
トやお店（特にパン屋さん）があれ
ば教えてください。それでは、よろ
しくお願い致します。

☆看護師通年募集のお知らせ
　現場復帰される方、新人の方も個別にしっかりサポートし
ます。看護師正職員の採用試験は函館で受験でき作文と面接
です。是非受験して仲間になりませんか。また臨時看護職員
は常時募集し当院での面接のみです。介護士やヘルパーの方
も募集しております。気軽にご連絡ください。
　☎ ５２－００３６（内線２０２）藍

あい

葉
ば

ねんきんの窓窓

　函館年金事務所では、「事務相談所」を開設しております。
　平成２５年６月から平成２６年３月までの「事務相談所」の開設
日程は下記のとおりとなっております。
　なお、事務相談は完全予約制にて実施しておりますので、ご予約
の無いお客様のご相談はお受け致しかねます事をご了承ください。
　ご予約、ご来場時には基礎年金番号がわかるもの（年金手帳、年
金証書等）をご用意いただきますようお願いいたします。

※日本年金機構では、年金相談専用の電話相談センターを開設して
お客様のお問い合わせにお答えしております。

◎一般的な年金相談に関するお問い合わせ
　ねんきんダイヤル（☆ナビダイヤルです）
　０５７０－０５－１１６５
◎「ねんきん定期便」　「厚生年金加入記録のお知らせ」に関するお
問い合わせ
　ねんきん定期便ダイヤル（☆ナビダイヤルです）
　０５７０－０５８－５５５

函館年金事務所の「事務相談所」の開設について

　お問い合わせ先・・・函館年金事務所（電話 0138-82-8002）

予約先 　電話 ０１３８－８２－８００２　　函館年金事務所お客様相談室

場　所 　江差町役場

日　時

　６月２７日（木）

１０：４０

～

１５：４０

　７月２５日（木）

　８月２９日（木）

　９月２６日（木）

１０月３１日（木）

１１月２８日（木）

１２月２６日（木）

９：２０

～

１５：００

　１月３０日（木）

　２月２７日（木）

　３月２７日（木）
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４
月
15
日
〜
５
月
14
日

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね

佐
々
木　

晴は
る

ち
ゃ
ん（
敬
・
恵
美
子
・
女
の
子
）
栄
浜

辻　
　

柚ゆ
ず

咲き
ち
ゃ
ん（
直
也
・
遥
香
・
女
の
子
）
館
浦

山
本　

凛り

桜お
ち
ゃ
ん（
義
親
・
真
美
・
女
の
子
）
鳥
山

新
谷　

季き

生い
ち
ゃ
ん（
明
仁
・
妙
子
・
女
の
子
）
花
磯

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

三
木　

清
一
さ
ん（
83
歳
）豊　

浜

金
谷
カ
チ
ヱ
さ
ん（
88
歳
）姫　

川

瀧
澤　

葉
子
さ
ん（
85
歳
）元　

和

館　

マ
ツ
ヱ
さ
ん（
85
歳
）緑　

町

北
島　

庄
一
さ
ん（
81
歳
）元　

町

編　

集　

後　

記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
＝４月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減

世帯数 1,975（+８）

人 口 4,248（‒17 ）

男 1,953（‒13 ）

女 2,295（‒４）

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

六
月
に
入
り
、
夏
が
間
近
に
迫
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
陽
気
に
誘
わ

れ
て
、
運
動
し
て
体
作
り
！
と
思
っ

て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

夏
が
近
い
と
言
っ
て
も
、
今
年
の

春
は
荒
れ
た
寒
い
日
が
多
く
、
農
作

業
の
遅
れ
な
ど
、
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。

　

今
月
の
特
集
で
紹
介
し
た
、
各
産

業
の
今
年
の
ス
タ
ー
ト
は
、
少
し
出

遅
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
体
作

り
と
同
様
に
、
最
後
に
結
果
が
出
る

こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

６月は道町民税第１期の納期限です。

　

乙
部
町
消
防
団
春
季
消
防

総
合
演
習
が
五
月
十
二
日
、

元
和
台
海
浜
公
園
駐
車
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
六
人
を
含
む
六

十
三
人
の
団
員
が
参
加
し
、

万
が
一
に
備
え
て
行
わ
れ
て

い
る
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

演
習
に
先
立
ち
、
米
田
光

政
乙
部
町
消
防
団
長
が
「
地

域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る

と
い
う
使
命
の
下
、
よ
り

一
層
訓
練
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
。」
な
ど
と
訓
辞
を

行
い
ま
し
た
。

　

演
習
で
は
、
整
然
と
行

進
す
る
小
隊
訓
練
や
、
火

災
現
場
で
迅
速
、
確
実
に

放
水
す
る
技
術
を
高
め
る

た
め
の
放
水
訓
練
が
行
わ

れ
、
き
び
き
び
と
し
た
頼

も
し
い
姿
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

消
防
団
員
は
職
業
を
持
ち

な
が
ら
も
、
万
が
一
の
た
め

に
訓
練
を
行
い
、
実
際
に
火

災
や
災
害
が
起
き
た
と
き
は

迅
速
に
活
動
に
あ
た
り
ま

す
。

　

地
域
住
民
の
生
命
、身
体
、

財
産
を
守
る
重
要
な
役
割
を

担
う
消
防
団
に
対
し
、
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
来
場
者
は
、
団
員

の
頼
も
し
い
姿
に
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

乙
部
町
集
落
支
援
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、毎
年
、鳥
山
ゆ
り
の
里
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
て
い
る
野
菜
市
が
、
五
月
二
十
五

日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
市
は
、
富
岡
地
区
、
千
岱
野
地
区
で

生
産
さ
れ
た
、
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
な
ど
の

規
格
外
品
を
格
安
で
販
売
す
る
も
の
で
、
毎

年
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
十
時

か
ら
で
す
が
、
野
菜
が
な
く
な
り
次
第
終
了

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
温
泉
の
つ
い
で
に
立
ち

寄
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

・
は
こ
だ
て
乙
部
町
栄
浜
地
区
親

睦
会

十
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
附
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

災
害
に
強
い

災
害
に
強
い

乙
部
町
を
め
ざ
し
て

乙
部
町
を
め
ざ
し
て

消
防
団
春
季
消
防
総
合
演
習

消
防
団
春
季
消
防
総
合
演
習

男の料理教室
　腕に覚えのある人もそうでない人も一緒に楽

しく料理をしてみませんか？

●とき　６月26日(水)

　　　　午前10時30分～午後２時

●講師　市村管理栄養士

　希望される方は必ず電話にてご連絡ください

乙部町地域包括支援センター（６２―５８４５）

担当・町中

善
意
に
感
謝
し
ま
す
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